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(57)【要約】
【課題】容器部及び脚部の少なくとも一方が陶磁器製と
されていると共にそれらが容易に分離し難く意匠性の優
れた容器を提供する。
【解決手段】容器１０に、容器状本体１１の下面にネジ
部を有する容器部１４と、容器部１４のネジ部に対して
締結固定される締結部１５を有し容器部１４を所定高さ
に支持する脚部１６と、容器部１４を陶磁器製としてネ
ジ部の位置に形成された固定孔１２と、固定孔１２に挿
入され、焼成時の収縮によって固定されたネジ部を構成
するセラミックス焼結体製のネジ部材１３とを具備させ
る。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　容器状本体の下面にネジ部を有する容器部と、
　該容器部の前記ネジ部に対して締結固定される締結部を有し前記容器部を所定高さに支
持する脚部と、
　該脚部及び前記容器部の少なくとも一方を陶磁器製として、前記ネジ部又は前記締結部
の位置に形成された固定孔と、
　該固定孔に挿入され、焼成時の収縮によって固定された前記ネジ部又は前記締結部を構
成するセラミックス焼結体製のネジ部材と
を具備することを特徴とする容器。
【請求項２】
　前記容器部を陶磁器製とすると共に、前記脚部を金属製としているものであることを特
徴とする請求項１に記載の容器。
【請求項３】
　前記容器部の少なくとも前記ネジ部と前記脚部の前記締結部とは接着固定されているも
のであることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の容器。
【請求項４】
　前記容器部及び前記脚部の少なくとも一方は、焼成前の前記固定孔と前記ネジ部材との
隙間に注入された釉薬又は陶磁器用スラリーが焼成されて形成され前記ネジ部材を更に固
定している固着層を備えることを特徴とする請求項１から請求項３までの何れか一つに記
載の容器。
　
　
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、別体とされた容器部と脚部とを互いに固定した容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、飲料用の容器としてガラス製のワイングラスやシャンペングラス等の脚の長
い容器が知られている。このワイングラス等の脚の長い容器をガラスに替えて陶磁器で形
成することで、柔らかな趣を与えることができると共に、絵付けや施釉等により意匠性（
装飾性）を高めたものも知られている。しかしながら、脚の長い容器を陶磁器製にすると
、細長い脚部が、容器の成型時や焼成時に変形したり破損したりする問題があり、脚部が
短くなって容器全体の意匠性が低下してしまったり、歩留まりが悪くなって高価なものと
なってしまったりする問題があった。
【０００３】
　そこで、容器部と脚部とを別々に製造した上で、容器部と脚部とを接着固定したものが
ある。また、ワイングラス状の脚の長い容器における容器部を陶磁器製とすると共に、脚
部を金属製とし、容器部と脚部とを接着剤によって接着固定し、脚部を金属製とすること
で問題なく細長くすることができ容器全体の意匠性を高められるようにしたものが提案さ
れている（特許文献１及び特許文献２）。或いは、容器部の下面に雄ネジ部若しくは雌ネ
ジ部からなる脚部接続部を形成した上で、脚部の上端に脚部接続部と接続可能な容器部接
続部を形成し、容器部と脚部とを着脱自在とすると共に、夫々を異なる素材で形成可能と
したものが提案されている（特許文献３）。
【０００４】
【特許文献１】実開平６－５５７０号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１４６０６２号公報
【特許文献３】特開２００１－３９４４５号公報
【考案の開示】
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【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１及び２のものでは、陶磁器製の容器部と金属製の脚部とを接
着固定しているので、異なる素材同士では接着性が悪く、容器の使用中に容器部と脚部と
が分離してしまう問題があった。また、容器部と脚部とを接着固定しているので、容器部
が破損した場合、容器全体を廃棄しなければならなかった。
【０００６】
　また、特許文献３のものでは、容器部および脚部の材質や、雄ネジ部や雌ネジ部がどの
ようにして設けられているのか何ら開示されておらず、仮に、容器部を陶磁器製とすると
、例えば、容器部を焼成する前に脚部接続部としての雄ネジ部若しくは雌ネジ部を予め形
成した場合、焼成により容器部が収縮するので、雄ネジ部等の寸法精度を所定公差内に維
持することが難しく、脚部の容器部接続部と接続することができなかったり、ガタツキが
発生したりする問題がある。一方、容器部の焼成後に雄ネジ部等を形成するようにした場
合、焼成後の陶磁器は硬く割れ易いので、雄ネジ部等を切削加工により形成することは困
難であり、作業性が悪くコストが高くなる問題がある。
【０００７】
　そこで、本考案は上記の実情に鑑み、容器部及び脚部の少なくとも一方が陶磁器製とさ
れていると共にそれらが容易に分離し難く意匠性の優れた容器の提供を課題とするもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本考案の容器は、「容器状本体の下面にネジ部を有する
容器部と、該容器部の前記ネジ部に対して締結固定される締結部を有し前記容器部を所定
高さに支持する脚部と、該脚部及び前記容器部の少なくとも一方を陶磁器製として、前記
ネジ部又は前記締結部の位置に形成された固定孔と、該固定孔に挿入され、焼成時の収縮
によって固定された前記ネジ部又は前記締結部を構成するセラミックス焼結体製のネジ部
材とを具備する」ことを特徴とするものである。
【０００９】
　ここで、「ネジ部」とは、雄ネジ又は雌ネジの何れかを有した部位である。また、「ネ
ジ部材」としては、「雄ネジを有したボルト状のもの」、「雌ネジを有したナット状のも
の」、等を例示することができ、ネジ部材がボルト状のものの場合は固定孔から所定量突
出する大きさとし、ネジ部材がナット状のものの場合は固定孔内に埋没可能な大きさとす
ることが望ましい。また、ネジ部材の外径は、焼成前の容器状本体或いは脚部に形成され
た固定孔の内径に対して、略同径、或いは、若干小さい径とすることが望ましい。
【００１０】
　また、「締結部」としては、「容器部のネジ部材がボルト状のものの場合では、ネジ部
材が螺合可能な雌ネジが形成されたもの」、「容器部のネジ部材がナット状のものの場合
では、ネジ部材が螺合可能なボルト状の雄ネジが突出形成されたもの、或いは、形成され
た雌ネジにネジ部材と螺合可能なスタッドボルトが締結されたもの」、等を例示すること
ができる。
【００１１】
　本考案によると、容器を構成する容器部と脚部の少なくとも一方を陶磁器製とすると共
に陶磁器製とされた方のネジ部や締結部を構成するネジ部材を、焼成する際の収縮作用に
よって固定孔に圧着固定しているので、接着剤を使用しなくても簡単にネジ部材を固定す
ることができると共に、接着剤を使用した場合よりも強固に固定することができ、使用時
等の際に勝手に容器部と脚部とが分離してしまうのを良好に防止することができる。また
、容器部と脚部とを互いに締結固定するようにしているので、何れか一方が破損した場合
には容器部と脚部とを分離させて、破損した方を新しいものと交換することができる。
【００１２】
　また、ネジ部材を予め焼成したセラミックス焼結体製としているので、陶磁器製側の固
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定孔に挿入した状態で焼成しても、ネジ部材は収縮することがなくネジ部材を高精度の状
態に維持することができ、容器部と脚部とをガタツキなく確実に締結することができる。
また、セラミックス焼結体製のネジ部材を焼成時における陶磁器の収縮によって固定する
ようにしているので、焼成後にネジ加工等の切削加工をする必要がなく、容器の製造にか
かるコストが高くなるのを防止することができる。
【００１３】
　また、容器部及び脚部の何れか一方を陶磁器製としているので、ガラス製とした場合と
比較して、簡単に様々な形状に成形することができると共に、施釉や絵付け等によって様
々な装飾を施すことができ、意匠性に優れた容器を低コストで製造することができる。
【００１４】
　なお、ワイングラス等のように容器部に対して脚部を一つ備えるようにしても良いし、
容器部に対して脚部を複数（望ましくは三つ以上）備えるようにしても良い。
【００１５】
　また、本考案の容器は、上記の構成に加えて、「前記容器部を陶磁器製とすると共に、
前記脚部を金属製としている」ものであることを特徴とするものである。
【００１６】
　本考案によると、陶磁器製の容器部と金属製の脚部とを互いに締結固定するようにして
いるので、容器部が破損した場合には容器部と脚部とを分離させて、容器部のみを新しい
ものと交換することができる。また、容器部を陶磁器製とすると共に脚部を金属製として
いるので、容器部と脚部とを同一の素材で形成したものと比較して、容器部よりも脚部の
重量を重くすることが可能となり、容器全体の重心位置を低くすることができ、倒れ難い
容器とすることができる。
【００１７】
　また、容器部を陶磁器製としているので、容器の形状だけでなく容器の表面に絵付けや
施釉により様々な装飾を施すことができ、意匠性に優れた容器とすることができる。また
、脚部を金属製としているので、陶磁器では成し得ないような形状とすることが容易にで
きると共に、細くても充分な強度を有しているので、ワイングラス等のような脚の長い脚
部として、脚の長い容器を簡単に形成することができる。更に、脚部を金属製としている
ので、メッキ処理、サンドブラスト処理、塗装処理等の様々な装飾処理を施すことができ
、容器部と組合せて意匠性に優れた容器とすることができる。
【００１８】
　更に、本考案の容器は、上記の構成に加えて、「前記容器部の少なくとも前記ネジ部と
前記脚部の前記締結部とは接着固定されている」ものとすることもできる。
【００１９】
　これにより、容器部のネジ部と脚部の締結部とが接着剤によって接着固定されているの
で、容器の使用等による振動等によってネジ部と締結部との間に緩みが発生するのを防止
することができ、容器部と脚部とを確実に固定することができる。
【００２０】
　また、本考案の容器は、上記の構成に加えて、「前記容器部及び前記脚部の少なくとも
一方は、焼成前の前記固定孔と前記ネジ部材との隙間に注入された釉薬又は陶磁器用スラ
リーが焼成されて形成され前記ネジ部材を更に固定している固着層を備える」ものとする
こともできる。
【００２１】
　これにより、固定孔とネジ部との隙間に注入された釉薬又は陶磁器用スラリーが焼成に
よって硬化して固着層となることで、釉薬又は陶磁器用スラリーを接着剤として作用させ
ることができるので、容器部における容器状本体とネジ部材との固定を、焼成時における
容器状本体の収縮による圧着だけでなく、釉薬又は陶磁器用スラリーによっても接着固定
することができ、固着層によって容器部（容器状本体）に対してネジ部材をより強固に固
定することができる。
【考案の効果】
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【００２２】
　上記のように、本考案によると、容器部及び脚部の少なくとも一方が陶磁器製とされて
いると共にそれらが容易に分離し難く意匠性の優れた容器を提供することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本考案を実施するための最良の形態を、図１に基いて詳細に説明する。図１（Ａ
）は本考案の容器を示す断面図であり、（Ｂ）は（Ａ）の容器を容器部と脚部とに分解し
た状態を示す分解断面図であり、（Ｃ）は（Ｂ）におけるア－ア線で切断した拡大断面図
である。本実施形態の容器１０は、図示するように、上方が開口した容器状本体１１、及
び容器状本体１１における下面の固定孔１２に圧着固定されたネジ部としてのセラミック
ス焼結体製のネジ部材１３を有した陶磁器製の容器部１４と、容器部１４のネジ部材１３
に対して締結固定される締結部１５を上端に有し、容器部１４を所定高さに支持する金属
製の脚部１６とを備えている。
【００２４】
　本例の容器部１４は、ネジ部材１３が容器状本体１１の下面よりも若干没した位置とな
るように固定孔１２内に埋設固定されている。また、ネジ部材１３は、同図（Ｃ）に示す
ように、六角ナットとされており、ネジ部材１３と固定孔１２との間には所定の釉薬が焼
成した固着層１７が充填されている。この容器部１４は、焼成前の素焼きの状態で容器状
本体１１の下面に穿設された固定孔１２に対して、焼成済みのセラミックス焼結体製のネ
ジ部材１３を挿入すると共に固定孔１２とネジ部材１３との隙間に所定の釉薬を注入した
状態で容器状本体１１を焼成し、焼成による容器状本体１１つまり固定孔１２の収縮によ
ってネジ部材１３を圧着固定すると共に注入した固着層１７によって接着固定するように
したものである。
【００２５】
　また、本例の脚部１６は、図示するように、容器部１６の下面と当接しネジ部材１３と
締結可能な締結部１５を有した上端部１８と、上端部１８から下方へ細長く垂下する首部
１９と、首部１９の下端から上端部１８よりも左右に大きく広がる台座部２０とを備え、
上端部１８、首部１９、及び台座部２０が一体に形成されている。また、脚部１の締結部
１５は、上端部１８の上面中央に開口する雌ネジ部２１と、雌ネジ部２１に螺合され上方
へ所定量突出するスタッドボルト２２とで構成されている。そして、この上端部１８から
突出したスタッドボルト１９に対して、容器部１４のネジ部材１３を螺合することで、容
器部１４と脚部１６とを締結固定することができるようになっている。
【００２６】
　なお、図示は省略するが、本例の容器１０は、容器部１４が磁器とされており、表面に
所定の釉薬によって装飾が施されていると共に、脚部１６が真鍮の鋳物とされており、表
面にサンドブラストによって艶消し処理が施されている。
【００２７】
　次に、本実施形態における容器１０の製造方法について説明する。まず、容器部１４の
原料となる所定の陶土又は陶磁器用スラリーを用いて公知の方法で容器状本体１１を成形
する。なお、この容器状本体１１を形成する時には、下面の固定孔１２が無い状態、或い
は、必要な径よりも小径の状態とする。そして、成形された容器状本体１１を乾燥させた
後に、低い焼成温度で焼結させて素焼きの状態とし、この素焼きの状態の容器状本体１１
に対して、ネジ部材１３の外径と同じ径の固定孔１２を切削加工する。なお、固定孔１２
は、ネジ部材１３の高さよりも若干深い深さに加工する。
【００２８】
　続いて、素焼きの状態の容器状本体１１における固定孔１２に、セラミックス焼結体製
のネジ部材１３を挿入すると共に、ネジ部材１３のネジ部分に釉薬がかからないように容
器状本体１１の表面に所定の釉薬で施釉する。なお、施釉の際に、固着層１７を形成する
ために固定孔１２とネジ部材１３との隙間にも釉薬を注入する。そして、釉薬を乾燥させ
た後に容器状本体１１を高い焼結温度で焼成し、焼成時の容器状本体１１の収縮によって
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ネジ部材１３が固定孔１２に圧着固定される。その後、脚部１６の上面との当りを良くす
るために、容器状本体１１の下面を研作加工して容器部１４ができあがる。
【００２９】
　一方、脚部１６は、真鍮等による鋳物で全体を形成した上で、所定の表面処理を行うと
共に上端部１８の上面に所定深さの雌ネジ部２１を加工し、その雌ネジ部２１に、所定長
さのスタッドボルト２２を上端部１８の上面から所定量突出するように螺合することで脚
部１６ができあがる。
【００３０】
　そして、できあがった容器部１４のネジ部材１３に、脚部１６の上端部１８から突出し
た締結部１５のスタッドボルト２２を螺合して締結することで容器１０が完成する。なお
、本例では、容器部１４と脚部１６とを締結する際に、ネジ部材１３とスタッドボルト２
２との間に瞬間接着剤等の接着剤を少量塗布しており、接着剤の硬化によりネジ部材１３
等を緩み難くしている。
【００３１】
　このように、本実施形態の容器１０によると、容器部１４と脚部１６とを締結するネジ
部材１３を、容器部１４を焼成する際の収縮作用によって容器状本体１１の固定孔１２に
圧着固定しているので、接着剤を使用しなくても簡単にネジ部材１３を固定することがで
きると共に、接着剤を使用した場合よりも強固に固定することができ、使用時等の際に勝
手に容器部１４と脚部１６とが分離してしまうのを良好に防止することができる。また、
陶磁器製の容器部１４と金属製の脚部１６とを互いに締結固定するようにしているので、
容器部１４が破損した場合には容器部１４と脚部１６とを分離させて、容器部１４のみを
新しいものと交換することができる。
【００３２】
　また、ネジ部材１３を予め焼成したセラミックス焼結体製としているので、容器状本体
１１の固定孔１２に挿入した状態で容器部１４を焼成しても、ネジ部材１３は収縮するこ
とがなくネジ部材１３を高精度の状態に維持することができ、容器部１４と脚部１６とを
ガタツキなく確実に締結することができる。また、セラミックス焼結体製のネジ部材１３
を焼成時における容器状本体１１の収縮によって固定するようにしているので、焼成後の
容器部１４に対してネジ加工等の切削加工をする必要がなく、容器１０の製造にかかるコ
ストが高くなるのを防止することができる。
【００３３】
　また、容器部１４を陶磁器製とすると共に脚部１６を金属製としているので、容器部１
４と脚部１６とを同一の素材で形成したものと比較して、容器部１４よりも脚部１６の重
量を重くすることが可能となり、容器１０全体の重心位置を低くすることができ、倒れ難
い容器１０とすることができる。更に、容器部１４の表面に施釉による装飾を施すと共に
、脚部１６の表面に所定の表面処理を施しているので、ガラス製のワイングラス等と比較
して柔らかな趣のある意匠性に優れた容器１０とすることができる。
【００３４】
　更に、容器部１４のネジ部材１３と脚部１６の締結部１５とが接着剤によって接着固定
されているので、容器１０の使用等による振動等によってネジ部材１３と締結部１５との
間に緩みが発生するのを防止することができ、容器部１４と脚部１６とを確実に固定する
ことができる。また、固定孔１２とネジ部材１３との隙間に注入された釉薬が焼成によっ
て硬化することで固着層１７を形成し、釉薬を接着剤として作用させることができ、容器
部１４における容器状本体１１とネジ部材１３との固定をより強固にすることができる。
【００３５】
　また、本実施形態では、素焼きの状態の容器状本体１１に形成された固定孔１２の径を
、ネジ部材１３の外径と略同じ径としているので、焼成前の容器状本体１１に挿入された
ネジ部材１３が、固定孔１２内でガタついて位置がずれたり、施釉や焼成等の作業中に固
定孔１２から抜けてしまったりするのを防止することができる。また、丸孔の固定孔１２
に対してネジ部材１３の外形を六角形としているので、焼成により固定孔１２が収縮する
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ことで六角形の角部が固定孔１２の内面へ食込む形となり、固定孔１２内でネジ部材１３
を回り難くすることができる。
【００３６】
　以上、本考案を実施するための最良の実施の形態を挙げて説明したが、本考案は、この
実施形態に限定されるものではなく、以下に示すように、本考案の要旨を逸脱しない範囲
において、種々の改良及び設計の変更が可能である。
【００３７】
　すなわち、上記の実施形態では、容器部１４のネジ部材１３を六角ナットとすると共に
、脚部１６の締結部１５を雌ネジ部２１とスタッドボルト２２とで構成されたものを示し
たが、これに限定するものではなく、例えば、図２（Ａ）及び（Ｂ）に示す構成としても
良い。詳述すると、図２（Ａ）の例は、容器部１４側は上記の例と同様の構成とした上で
、脚部１６の締結部１５を、上端部１８から上方へ所定量突出する雄ネジ部２３が脚部１
６と一体形成したものである。また、図２（Ｂ）の例は、容器部１４のネジ部材１３を六
角ナットに替えてセラミックス焼結体製の六角ボルト２４とすると共に、脚部１６の締結
部１５をスタッドボルト２２を廃止して雌ネジ部２１のみとしたものである。これらの例
でも上記実施形態の容器１０と同様の作用効果を奏することができる。
【００３８】
　また、上記の実施形態では、容器１０として脚部１６を一つのみ備えたものを示したが
、これに限定するものではなく、例えば、図３に示す容器３０のように、一つの容器部３
１に対して複数（ここでは三つ）の脚部３２を備えたものとしても良い。
【００３９】
　更に、上記の実施形態では、容器部１４の表面を釉薬によって装飾したものを示したが
、これに限定するものではなく、絵付けや、絵付けと施釉の組合せによって装飾するよう
にしても良い。また、上記の実施形態では、脚部１６の表面を艶消し処理したものを示し
たが、これに限定するものではなく、メッキ処理や研磨処理、或いは、彫刻処理等の適宜
の表面処理を施すようにしても良く、容器部１４や脚部１６に対して適宜の装飾や処理を
施すことで意匠性に優れた容器１０とすることができる。
【００４０】
　また、上記の実施形態では、固定孔１２とネジ部材１３との間に固着層１７を備えたも
のを示したが、これに限定するものではなく、固着層１７の無いものとしても良い。また
、上記の実施形態では、容器部１４を陶磁器製に、脚部１６を金属製にしたものを示した
が、これに限定するものではなく、容器部１４と脚部１６とを共に陶磁器製としても良い
。詳述すると、容器部１４と同様に、脚部１６に対しても、素焼きの状態で上端部１８に
固定孔を形成した上で、締結部１５となるセラミックス焼結体製のネジ部材を挿入し、焼
成による収縮によって締結部１５（ネジ部材）を固着したものであり、これにより、容器
部１４と脚部１６とを共に陶磁器製とした容器１０とすることができ、上記と同様の作用
効果を奏することができる。また、容器部１４を金属製に、脚部１６を陶磁器製にしても
良い。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】（Ａ）は本考案の容器を示す断面図であり、（Ｂ）は（Ａ）の容器を容器部と脚
部とに分解した状態を示す分解断面図であり、（Ｃ）は（Ｂ）におけるア－ア線で切断し
た拡大断面図である。
【図２】図１に示す例とは異なる本考案の容器の例を示す分解断面図である。
【図３】図１及び図２に示す例とは更に異なる本考案の容器の例を示す分解断面図である
。
【符号の説明】
【００４２】
１０　容器
１１　容器状本体
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１２　固定孔
１３　ネジ部材
１４　容器部
１５　締結部
１６　脚部
１７　固着層

【図１】 【図２】
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【図３】
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